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    午前９時３０分開会 

○委員長（秋枝秀稔君） おはようございます。ただいまより、教育経済委員会を開会

いたします。 

  さきの本会議におきまして、本委員会に付託されました市長提出議案１件につきま

して、審査いたしますので、御協力をよろしくお願いいたします。 

  議長、報告等ありますか。 

○議長（荒山光広君） ありません。 

○委員長（秋枝秀稔君） それでは、これより審査を始めます。 

なお、質疑につきましては簡潔明瞭に、また議題外の発言にならないよう御配慮を

よろしくお願いいたします。 

  それでは、議案第７８号平成２８年度美祢市観光事業特別会計決算の認定について

を議題といたします。執行部より、説明を求めます。荒川観光総務課長。 

○観光総務課長（荒川逸男君） それでは、議案第７８号平成２８年度美祢市観光事業

特別会計の決算について御説明をいたします。 

最初に、主要施策成果報告書の２２ページをお開きください。 

  観光事業特別会計の平成２８年度決算は、歳入総額７億３，４６７万６，０００円、

歳出総額５億６，８９３万円で、歳入歳出差引額１億６，５７４万６，０００円とな

ります。 

  なお、歳入歳出差引額から繰越明許費１，３３０万７，０００円を除いた単年度収

支は、１億５，２４３万９，０００円の黒字となります。 

  それでは、歳入につきまして、主なものを御説明いたします。決算書の１４４、

１４５ページをごらんください。 

  １款観光収入について、総額は５億２，８０９万１，３８９円でございます。秋芳

洞、大正洞、景清洞の観覧料が５億１，２５０万２，７０９円でございます。養鱒場

収入が１，５５８万８，６８０円でございます。 

  ２款使用料及び手数料については、総額が２，２４３万６，５９９円であります。

この使用料の主なものは、広谷駐車場使用料の１，８３３万４，０００円でございま

す。養鱒場使用料は２１７万７，４００円でございます。 

  続きまして、１４６、１４７ページをごらんください。 

  ３款県支出金については、総額１３３万４，６４０円であります。総務管理費委託
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金１１４万２，６４０円で、主なものは、秋吉台等自然公園の維持管理業務委託金で

ございます。 

  ５款繰入金については、一般会計繰入金５，９６０万３，０５５円であります。こ

れは、一般会計からの長期借入金と、秋吉台リフレッシュパークのトロン人工温泉に

係る市民福祉分の補填分と秋芳洞等観光鍾乳洞に係る市主催事業等による観覧料減免

分の補填分でございます。 

  ６款繰入金については、総額１億１，１４０万５，６５４円でございます。 

  ７款諸収入につきましては、総額１，１５５万７，９０８円でございます。 

  １４８、１４９ページをごらんください。 

この雑入の主なものにつきましては、秋芳洞の冒険コースの利用料でございます。 

  続きまして、歳出の主なものを御説明いたします。１５０、１５１ページをお開き

ください。 

  １款観光総務費について、歳出総額は４億６，５９６万２，９６８円でございます。 

  内訳につきましては、１項総務管理費が３億５，６４４万９，８２１円で、そのう

ち、１目一般管理費が２億９，０７０万２，９７４円でございます。主なものは

１１需用費９５６万１，５２６円の支出をしております。この主なものは光熱水費と

修繕料でございます。 

また、３１１万４，４７４円の不用額となっておりますが、これは急を要する修繕

に対応するためのものでございます。 

  １２役務費１，４６９万６２５円の支出をしております。主なものは、観光斡旋手

数料でございます。 

  また、２６５万３，３７５円の不用額となっております。これの主なものは、観光

斡旋手数料の不用額で、団体観光客等の斡旋手数料の支出の減によるものでございま

す。 

  １３委託料８，１９０万６，５０３円の支出をしております。主なものは、指定管

理委託料と秋吉台観光交流センターの総合案内に係る委託料が主な支出です。 

  また、１，２９６万４，４９７円の不用額となっております。これの主なものは、

リフレッシュパークのトロン温泉の燃料費におきまして、燃料の単価が安く済んだこ

とと、施設改修――機械の施設改修をしたことによりまして、想定よりも燃料費がか

からなかったものでございます。 
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  １４使用料及び賃借料１，３３５万９，１６０円の支出をしております。これの主

なものは、借地料でございます。 

  １５工事請負費１，４３８万４，５２０円の支出をしております。これの主なもの

は、秋吉台家族旅行村及びトロン温泉の施設改修であります。 

  また、１２７万６，４８０円の不用額となっております。これの主なものは、落札

減によるものでございます。 

  １８備品購入費３５１万４，９５５円の支出をしております。これの主なものは、

庁用車の購入とリフレッシュパークの深井戸用水中ポンプでございます。 

  また、２７６万７，０４５円の不用額となっております。これの主なものは、落札

減によるものでございます。 

  ２５積立金１億円の支出をしております。これは、観光事業運営基金に積み立てた

ものでございます。 

  ２７公課費２，１６１万９，２００円の支出をしております。これの主なものは、

消費税及び地方消費税でございます。 

  また、９７６万９，８００円の不用額となっております。これは、消費税の支出に

備える余剰分を見込んでいたものでございますが、入洞者数の減で、洞収入が減収し

たことにより、納税額が減ったためでございます。 

  ２８繰出金４８０万２，６４０円でございます。これは、環境衛生事業特別会計の

繰出金であります。 

  次に、２目施設管理費６，５７４万６，８４７円でございます。主なものは、

１１需用費３６２万９，６５６円の支出をしております。これの主なものは、消耗品

費と修繕料でございます。 

  また、１１１万７，３４４円の不用額となっております。これは、修繕料において

故障等急な支出に備えたものでございます。 

  １３委託料２，０１６万３，４８８円の支出をしております。これの主なものは、

清掃環境施設保守の委託料でございます。 

  また、５６４万９，５１２円の不用額となっています。これの主なものは、環境整

備委託料において委託業者の不足により、全てができなかったためでございますが、

次年度から環境整備推進のため、業者の確保に努めたいと考えております。 

  １５工事請負費は４，１５４万１，７２０円の支出をしております。これは、秋吉
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台観光交流センターと秋吉台案内所便所の改修工事費でございます。 

  また、６５３万１，７２０円の不用額となっております。これは、落札減によるも

のでございます。 

  続きまして、１５２、１５３ページをごらんください。 

  ２項業務管理費１億９５１万３，１４７円でございます。内訳は、１目秋芳洞業務

費が６，５０７万１，０２４円でございます。主な支出につきましては、４共済費

６１８万１９２円の支出をしております。これは、秋芳洞案内業務委託に係るアテン

ダントの共済費でございます。 

  また、２３１万６，８０８円の不用額となっております。これは、アテンダントの

減員によるものであり、次年度から案内業務に支障を来さぬよう、募集、育成に努め

てまいります。 

  １１需用費４４３万９，３５３円の支出をしております。主なものは、光熱水費で

ございます。 

  １３委託料は４，７１６万９，９４４円の支出をしております。これの主なものは、

秋芳洞案内業務委託料でございます。 

  また、８０７万８，０５６円の不用額となっております。これは、秋芳洞案内業務

等の委託料の減によるものでございます。 

  １４使用料及び賃借料６１１万７，５１９円を支出しております。これの主なもの

は、施設機器の借上料でございます。 

  続きまして、２目大正洞、景清洞業務費は２，３７５万８，５５２円でございます。

主な支出につきましては、１３委託料２，１９５万９，５２４円を支出しております。

これの主なものは、窓口業務に係る業務委託料と景清洞の橋と防護ネットの測量設計

委託料でございます。 

  ３目養鱒場業務につきましては、支出済額２、０６８万３，５７１円でございます。

主な支出ですが、７賃金２００万３，９８５円を支出しております。これは、臨時雇

用職員と繁忙期のアルバイトの賃金です。 

  なお、不用額１７１万４，０１５円につきましては、３名の募集をいたしましたけ

れども、２名の雇用になったためで、次年度も業務推進のため、また積極的に募集を

したいと思っております。 

  １１需用費６７２万８，２８８円を支出しております。主なものは飼育料で、ニジ 



- 6 - 

 マス飼育用のえさ代でございます。 

  続きまして、１５４、１５５ページをごらんください。 

  １３委託料２２１万８，０７０円を支出しております。これは、養鱒場の業務委託 

料です。 

 以上です。 

○委員長（秋枝秀稔君） 早田観光振興課長。 

○観光振興課長（早田 忍君） 続きまして、２款観光振興費・１項振興管理費・

１目一般管理費について、歳出総額９，４６７万６，６７０円でございます。 

  資料につきましては、１５４、１５５ページをお開きください。 

  主な支出につきまして、御説明いたします。９節旅費として、３８１万８３８円

を支出しており、不用額が１３９万８，１６２円となっています。これの主なものは、

外国人観光客受入体制充実事業のうち、旅費となっていますが、海外の経済事情によ

り通貨レートが大きく変動したとき、対応するためのものでございます。 

  次に、１１節需用費につきましては、９７万２，５１２円を支出しております。 

  また、不用額が４２８万４８８円となっており、主なものは、燃料費となってい

ます。これの主なものは、域内交通充実事業で閑散期対策として、秋芳洞入洞者にガ

ソリンの優待券を配付することで、入洞の促進を計画していたところですが、平成

２７年度の事業、平成２７年度当初計上した結果、効果が薄い見込みとなり、急遽こ

の取り組みを取りやめることとしたため、燃料費３６４万円が不用となったものでご

ざいます。 

  次に、１３節委託料につきましては、１，９１６万６，２４９円を支出しており、

これの主なものは、おもてなし人材育成事業及び体験プログラム開発事業並びに外国

人観光客受入体制充実事業となっています。 

  また、１３８万７５１円の不用額となっています。これは、外国人観光客受入体

制充実事業のうち、台湾事務所の事務所業務及び通訳補助委託料となっていますが、

これも海外の経済事情により、通貨レートが大きく変動したとき対応するためのもの

でございます。 

  次に、使用料及び賃借料につきましては、１９４万６，６１３円を支出しており

ます。これの主なものは、台湾交流事務所の借上料と、美祢まるごと館の土地借上料

でございます。 
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  次に、１９節負担金補助及び交付金につきましては、４，３５６万８,９８２円を

支出しております。これの主なものは、美祢市観光協会の観光プロモーション事業補

助金、秋吉台観光まつり補助金、カルストタクシー運行補助金、美祢国際観光交流推

進協議会負担金であります。 

  また、不用額が４８３万７，０１８円が生じていますが、これは観光プロモーシ

ョン事業において、美祢市観光協会が企画したツアーの見直しや、各種団体への補助

金の精算により戻入されたものでございます。 

  以上です。 

○委員長（秋枝秀稔君） 荒川観光総務課長。 

○観光総務課長（荒川逸男君） ３款公債費につきまして、８２９万１０４円を支出

しております。これは、投資的建設改良費として、平成２７年度に８，２５０万円を

一般会計から借り入れたものの償還金でございます。 

  以上、観光事業特別会計決算について、説明を終わらせていただきます。 

○委員長（秋枝秀稔君） 説明が終わりました。それでは、本案に対する質疑はござ

いませんか。はい、岩本委員。 

○委員（岩本明央君） 二、三お尋ねいたします。観光会計は、皆様方の多大な御尽

力なり努力されまして、２８年度には約１億５，０００万円という大きな黒字を出し

ておられます。大変すばらしいことと思っております。それプラス、積立金が１億円

というふうなことで、また、大変結構と思います。これ、当初予算の関係もあります

が、一般会計から６,０００万円、約６,０００万円入っておりまして、差引き１億

９,０００万円ぐらいの実質的な黒字になったように思いますが、その中で特に、不

用額が大変多いように感じました。で、大変私は結構であると思います。節約をし、

また将来に向けての見通しもいろいろあったかと思いますが、その辺の不用額、全般

的に委託料が割と目立って、不用額が多いんですが、その辺のことはどのような、結

果的な考えをお持ちでしょうか。とりあえず１件ほどお尋ねいたします。 

○委員長（秋枝秀稔君） はい、荒川観光総務課長。 

○観光総務課長（荒川逸男君） 特に委託料の不用額が多いことにつきましては、業

者にお願いすること――業者の手配が全般的に、それが回らなかったっていうところ

もございまして、業者手配についてもっと探して、全部の面積等ができるように努め

ていきたいと考えております。 
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  以上でございます。 

○委員長（秋枝秀稔君） はい、岩本委員。 

○委員（岩本明央君） 将来に向けて、業者の方のいろんな関係もありましょうから、

その辺は十分、先を見越したかたちでの委託契約をお願いしたいと思います。 

  それから、次に公債費、ページ数で１５４、１５５、公債費が約８３０万ぐらい、

借金を返しておられます。今後のどのような計画なり、また、実質的にもう借金が公

債費残高どのぐらいあるかということも、もしわかれば教えていただけたらと思って

おります。 

○委員長（秋枝秀稔君） 荒川観光総務課長。 

○観光総務課長（荒川逸男君） 公債費の償還の件についてと思いますけれども、現

在、残高が７，４２８万７，０００円の起債の残高となっておりまして、各１０年償

還となっておるところでございます。 

  以上でございます。 

○委員長（秋枝秀稔君） そのほか質疑ございませんか。はい、杉山副委員長。 

○副委員長（杉山武志君） 済いません、２点ほどお尋ねしたいと思います。 

  １点はですね、人件費、今アテンダントさんを含む人件費等の関係なんですが。

観光地よく行きますと、その説明なんかをイヤホン、トランシーバーといいますか、

そういったものを貸し出して、人件費を極力抑えてされておる観光地等も見受けられ

ます。その辺が今後、秋芳洞とかですね、導入をすることによって抑えることができ

ないものかっていうのが１点と。 

  もう１点は、借地負担金ですね、これが結構な金額になっておりまして、この辺

に対して、今後何らか措置をされる思いがあるのかどうかという辺をお尋ねしたいと

思うんですが。 

○委員長（秋枝秀稔君） 西田観光商工部長。 

○観光商工部長（西田良平君） ただいまの杉山委員の御質問にお答えいたします。 

  まず、１点目の人件費でございます。人件費、いわゆる観光特会での支出部分を

いかに削減していくか、そこにつきましては、やはり運営上、人件費をいかに効率的

に支出、あるいは削減するというところが大きなポイントではなかろうかというふう

に思っております。 

  ただいま、議員のほうから御提案をいただきました。各種案内等につきまして、



- 9 - 

現在も秋芳洞内におきましては、ある程度、案内システムといいますか、４カ国語で

説明等も行っているというところもございますが、さらにその辺も充実させていくっ 

 ていうことになればですね、ある程度の投資額ということも関わってくると思いま

す。 

  その辺も踏まえまして、まず、今までの削減っていうところが、職員さんをアテ

ンダントさんというところを、充実させるというところでの削減を行ってきましたの

で、それに加えまして、今の御提案も今後の計画として、ある程度参考にさせていた

だき、検討させていただければというふうに思っております。 

  それから２点目でございますが、借地の問題でございます。 

  これにつきましては、今すぐどうこうといいますか、なかなか今までの経緯等も

ございますので、今の段階で方向性としてこういう方向にするという明確なお答えは、

ちょっとしかねるとこがございます。今後の課題としてですね、承っておきたいとい 

 うふうに思っております。 

  以上です。 

○委員長（秋枝秀稔君） そのほか質疑ございませんか。はい、下井委員。 

○委員（下井克己君） １５３ページの養鱒場業務の需用費のところなんですが、先

ほど、えさ代等と言われたんですかね。えさ代だけじゃないと思います。ほかに……

というのが、２８年度予算のえさ代４５０万というふうになっておりますので、不用

額がえさ代と言われただけだったのか、ちょっとそこの説明、もう１回お願いできれ

ばと思います。 

○委員長（秋枝秀稔君） 荒川観光総務課長。 

○観光総務課長（荒川逸男君） 養鱒場の事業費６７２万８，２８８円で、主なもの

に飼料料、えさ代が４４９万５，８４６円かかっております。 

  以上でございます（発言する者あり）４４９万５，８４６円でございます。（発

言する者あり）いえ、不用額は賃金のほうの……。（発言する者あり） 

○委員長（秋枝秀稔君） 質疑ございませんか。岡山委員、どうぞ。 

○委員（岡山 隆君） 観光事業特別会計におきましては、合併当初は累積赤字が

１５億６，０００万円、これを抱えての出発ということで、２８年度決算においては

積み立てが１億もできる。こういった状況になったということで、３年前から単年度

収支黒字ということで積み立ても、少し、２億か３億ぐらい近くなったんじゃない 
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 か、このように思っております。 

  それでですね、まず、平成２８年度の決算額につきましては、５億２，８０９万

１，０００ということで、２７年度に比べましてですね、３，５４０万９，０００円、

これが減になってますね。それとそれにあわせて、観光収入は減りましたけれども、

逆に歳出の面におきましてはですね、観光総務費、決算については４億６，５９６万

３，０００円ということで、２７年度の前年比に比べて、この観光総務費が６，

４２７万１,０００円ということで逆にふえとるわけですね。 

  普通、そういったことになれば、逆にこの観光総務費も下がっていくような方向

でないといけないのが逆にふえております。こういったところをちょっと精査してみ

ると、そういった要因、原因は何であったかということが、もし説明できましたらお

願いしたいと思います。 

○委員長（秋枝秀稔君） はい、荒川観光総務課長。 

○観光総務課長（荒川逸男君） 観光総務費の支出がふえた原因でございますが、積

立金が１億円ありますので、そちらの支出でふえているかたちになっております。

（発言する者あり）積立金、はい。 

○委員長（秋枝秀稔君） 岡山委員、どうぞ。 

○委員（岡山 隆君） 併せてですね、３年前ぐらいから単年度収支が、たしか黒字

になったと思いますけど、現在における積立金がいかほどなのか、もしわかればその

辺を説明願いたい。 

  それとですね、観光――秋芳洞のこの入洞者数が、平成３年からはずっと、平成

１７年、毎回ずっと下がってますよね、続けて、連続。そして、２８年においてもふ

えたり、まあ減ってきてます。 

  だからこの２６年間を見ると、減ってきたのが２１年間あったと。それとプラス

の少しふえたのが、５年間あったということでですね、こういったところを連続して、

最近ではかなり６０万、５０万ぐらいまでなってしまったということで、これ以上ふ

えたり減ったりというかたちに、今後はなっていくと思いますけれども。一昨年は日

本ジオパークに認定されたということで、そういったところで、少し入洞者数がふえ

たんではないかと思われます。 

  それでですね、今後、やっぱし黒字、単年度で目指すならば５０万をきることが、

私は絶対にもう今後あってはならないということの思いがあります。 
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  それで、今後、この観光振興におきましては、この５０万をきらない。そのため

のさまざまなイベントをされておると思いますけれども、今後は５０万以上にふやし

ていく。こういった目玉の政策というものは、今のイベントを含めて、どういったも

のがあるか、この辺について御説明願いたいと思います。 

○委員長（秋枝秀稔君） 荒川観光総務課長。 

○観光総務課長（荒川逸男君） 基金の残高につきましては、１億円でございます。 

○委員長（秋枝秀稔君） 早田観光振興課長。 

○観光振興課長（早田 忍君） 岡山委員の御質問にお答えします。どのようなイベ

ントをして、集客を図るかということでございますが、秋吉台、秋芳洞につきまして

は、本質的な美しさ、景観を持っており――美しい景観を持っておりますので、それ

を前面に押し出し、また、新たな取り組み、使える秋吉台を前面に押し出すようなイ

ベント等を行えていけたらというふうに考えております。 

  以上でございます。 

○委員長（秋枝秀稔君） 岡山委員。 

○委員（岡山 隆君） 観光振興課のほうではいろいろ御足労の上で、いろいろと観

光振興、入洞者をふやすためのイベントを、かなり力強くされているということは理

解できます。 

  先日のＪＢＣＦ、この実業団の自転車ロードレースにおいては、本当盛大に、ち

ょっと雨でしたけれども、盛大に行われ、そのときには入洞も入館料も半額という特

典もあったわけでありますけど、こういったところの宣伝が、皆さんよく理解してい

ない。なかなかその辺の市民の皆さん、市外の皆さんにお知らせするってことは難し

いとこもあると思ってますけど、もっともっと宣伝費といいますか、そういったとこ

ろを、今後どう上手にですね、基金も１億になったわけでございますけれども、もう

少しその辺を攻めのですね、イベントをたくさんされてるけど、まだまだわかんない

とこは、せっかくいいイベントがあってですね、市内外の方に知らしめていく、その

辺の宣伝活動、広報活動、これについてのですね、取り組みというのは今以上に、こ

れから必要じゃないかと思っておりますけれども、なかなか恐ろしくてお金かけられ

んっちゅう部分もあると思いますけれども、この辺の捉え方についてはどのようなお

考えでしょうか、お尋ねします。 

○委員長（秋枝秀稔君） 早田観光振興課長。 
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○観光振興課長（早田 忍君） 岡山委員の御質問にお答えします。観光のＰＲとい

うことでございますが。当然、市もＰＲを行ってまいりますが、観光協会がございま

すので、観光協会あるいは県の観光連盟等と連携をしながらですね、ＰＲを行ってい

けたらというふうに考えております。 

  以上でございます。 

○委員長（秋枝秀稔君） 岡山委員。 

○委員（岡山 隆君） 非常に簡単なお答えでしたけれども。今回も台風が来なけれ

ば、村岡知事も今回このカルストロードレースに参加するということでありました。

そういったところで、何とか日本ジオパーク認定されている秋吉台に、県がさまざま

な面で支援策を行ってきているわけでございますから、もっともっとその辺のＰＲを

強くしていただきたいなと思っております。 

  今後――それと最後に、基金につきまして、今後これからも、また来年、新年度、

５０万人をきらなければ、単年度収支を、黒字が見込まれるわけでございますけれど

も、今後、そこの基金の活用について、基本的なお考えがあれば、その点だけちょっ

とお尋ねしたいと思います。よろしくお願いします。 

○委員長（秋枝秀稔君） 西田観光商工部長。 

○観光商工部長（西田良平君） ただいまの基金の今後の活用ということでございま

す。 

  その前に、若干基金の関係の補足説明をさしていただきますと、平成２６年度ま

で、委員言われましたように、赤字の部分がございまして、２７年度で黒字化したこ

とによってその差額分、約１億１，０００万円ございました。その部分を平成２８年

度に繰り入れ、初めてここで基金が積み立てられるというかたちの流れになりますの

で、２７年度を黒字分が２８年度において、初めて基金を積み立てるという流れとい

うことで、まず、ございます。 

  それから、ちょっと先ほど冒頭の質問の中に、２７年度よりも２８年度の観光総

務の支出が、ちょっと多くなっているという御質問ございましたが、これにつきまし

ては、今の１億円を基金へ支出するというかたちの会計上のものになりますので、支

出部分が通常よりも１億円多くなっているという関係で、支出が多くなったというと

ころが一つございます。 

  それで、御質問のことですけども、今後、やはり観光収入を維持することにより
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まして、黒字を維持していかないといけないということは、我々の命題であるという

ふうに考えております。これを積み立てる一方で、やはり今後、今までできなかった

施設整備、こちらのほうにつきまして、ある程度重点的に、その基金を一部取り崩し

たりとか、そういうこともしながら施設改修、あるいは整備ということをしていかな

ければならないというふうに考えております。 

  そこにおきましては、秋吉台地域のそういう施設整備計画なるものを今年度、も

しくは来年度中に策定をいたしまして、それに沿って、そこには当然お金もかかるこ

とでございますので、その辺も勘案しながら、施設整備のほうへ基金を運用していき

たいというふうに考えております。 

  以上です。 

○委員長（秋枝秀稔君） はい、岩本委員。 

○委員（岩本明央君） ３つ目、約束が３つほど、３つ目ですが、これは要望でござ

います。 

  議会での約束が３つということでありますが、私、美東町にもおりまして、土地

の契約等、大変美東と秋芳さんとは差があったような記憶しております。 

  契約というのは例えば、１回で１年１年もありましょうけど、大半が１０年、

１５年、２０年というのがあると思います。契約の時期が来たらぜひ、安い、時世

に……時代にあったような契約にやり直してほしいということを要望いたします。希

望いたします。 

  以上です。 

○委員長（秋枝秀稔君） わかりました。要望は意見のほうで、また、よろしくお願

いいたします。杉山副委員長どうぞ。 

○副委員長（杉山武志君） 成果報告書の２３ページに利用者、各三洞の入洞者数、

利用者推移ということで表が上がっておるんですが。秋芳洞につきましては、２０年

前に比べると、半数以下の入洞者数になっておって、それを今、盛り返そうと一生懸

命努力されておる話は、るる、お話を伺っておりますが、大正洞をですね、こちらに

つきましては、１０年前の半分、２０年前の１０分の１の入洞者数になっております。

これについての原因ですとか、対策っていうのはお考えでしょうか。 

○委員長（秋枝秀稔君） 早田観光振興課長。 

○観光振興課長（早田 忍君） 杉山委員の御質問にお答えをします。大正洞、景清
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洞につきましても、秋芳洞と同様にですね、イベント、また、本質的にもっているで

すね、景観等、前面に押し出しながらＰＲを行って、入洞の促進を図ってまいりたい

というふうに考えております。 

  以上でございます。 

○委員長（秋枝秀稔君） 篠田副市長。 

○副市長（篠田洋司君） 杉山副委員長の御質問にお答えしたいと思います。先ほど、

岡山委員もおっしゃいました。対前年度比べることも非常に大事です。ただ、大きな

流れとして５０年スパン、２０年スパン、１０年スパンでですね、これだけ観光客数

減っている要因は一体どこにあるのかということを分析するように、今取り組んでい

るところでございます。 

  従いまして、短期的な対前年度比較したイベントにこだわらず、大きな、やっぱ

り観光地そのものの価値を高める努力が必要ではないかということで、今取り組んで

いるところでございますので、その点申し添えさしていただきたいと思います。 

○委員長（秋枝秀稔君） はい、杉山副委員長どうぞ。 

○副委員長（杉山武志君） 今、お話ありがとうございます。地元の方からもですね、

その環境整備問題ですとか、そういったお話は耳にしておりますので、ぜひ、観光地

にふさわしい環境づくり等、取り組んでいただけたらと思います。よろしくお願いし

ます。 

○委員長（秋枝秀稔君） その他ございましたらお願いいたします。質疑ございませ

んか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（秋枝秀稔君） それでは議案１件につきまして、市長に出席いただき質疑

を行うことについて、委員の皆様の御意見をお伺いしたいと思います。よろしいです

か。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（秋枝秀稔君） それではないということで、それでは、これより議案の討論、

採決に入ります。 

  議案第７８号平成２８年度美祢市観光事業特別会計決算の認定についての討論を行

います。 

  本案に対する御意見はありませんか。 
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    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（秋枝秀稔君） それではこれより、議案第７８号を採決いたします。本案に

ついて、原案のとおり認定することに御異議ございませんか。                                                            

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（秋枝秀稔君） 全員異議なしと認めます。 

  よって、議案第７８号は原案のとおり認定されました。 

  以上をもちまして、本会議で本委員会に付託されました議案１件につきましての審

査を終了いたしました。 

  その他、所管事項につきまして、委員の皆様から何かございましたら、御発言をお

願いいたします。徳並委員。 

○委員（徳並伍朗君） その他の所管事項でありますが、私もこのたび、一般質問をさ

せていただきました。 

  このたびの一般質問は、秋吉台上のことだけなんですね。まだ、第２弾、第３弾を

やろうというふうに思っておりますが。 

秋吉台上ではいろいろ問題があったということなんですが、まず、看板の問題です。

これは、大正洞、景清洞、秋芳洞、いろいろと３つの三洞といいますか、カラーが違

うと思うんですね。そのカラーをどのように使い分けで観光客をふやすかということ

も考えていただきたい。ただ、洞が３つありますよ、ではだめなんですよね。大正洞

は、大正洞のいいすばらしさがあるだろうといふうに、こう思っておりますし、景清

洞もそれなりにあるというふうに思っております。 

  それからまた、看板なんですけどね。ただ看板を立てるということだけではなくて、

看板というのは、歓迎の意を、まず表すこと。それから、来た人に感銘を受けるとい

うか、今から入るのに、わくわくするような感銘を受けるということ。それから、最

後には安心・安全で、気をつけて帰っていただきたいということ。それから、感謝の

意を表するということ。そういうのがやってあるか、ないかというのが、恐らくね、

１００％そのようにやってないんじゃないかなというふうに、どの洞も思うんですが。

また、よっぽどやっぱり皆さんも考えでてすね、それをやっていかないと。もちろん、

１番多い韓国、台湾、中国、それから英語圏の人たち、そういう人たちによくわかる

ように。 

そして、ただ、今私思っておるというか、今まで見た中では、あんまり経験――す
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ばらしいものがないような気がする。やはりもう一度、少し、わかりやすいような、

先ほど言いましたようなものにしていっていただきたいというふうに思っております

し、特に、一般質問しました秋芳洞の看板なんか特にですね、これが目玉なんですね、

秋吉台の。秋吉台に来て、秋芳洞に入るということもありましょうし、ですから、一

般質問したことについては、早急にですね、これは国定公園ですから、勝手にいらい

にくいんですけれど、できる範囲でですね、皆さんに感激してもらうように。 

また、秋吉台のいろんな楽しさ、あるいは珍しさというものを、やっぱり感激して

いただくような看板にしていただきたいなと。これは要望ですから、もし何かコメン

トがあればどうぞ。 

  以上です。 

○委員長（秋枝秀稔君） 西田観光商工部長。 

○観光商工部長（西田良平君） 御意見ありがとうございます。 

  徳並委員に言われましたとおり、三洞の特色、あるいはそれぞれのすばらしさ、そ

して、看板であるがゆえのわかりやすさ、もしくは、その中には歓迎、わくわく感、

安心・安全と言ったような。もう一つは統一感といいますか、そういったようなとこ

ろも含めて、美祢市に来られるお客様が、わかりやすい看板づくりということが、先

ほど申し上げました全体の整備計画を立てようというふうに考えておりますので、そ

のひとつとして考えていくことにしております。 

  以上です。 

○委員長（秋枝秀稔君） ほかにございましたら、お願いいたします。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（秋枝秀稔君） ないようでしたら、これにて本委員会を閉会いたします。御 

 審査・御協力まことにありがとうございました。お疲れでございました。 

    午前１０時１８分閉会 

    癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘 
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       平成２９年９月２５日 

 

            教育経済委員長 


